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6
月
の
行
事
・
日
曜
日
・
祝
日
診
療

な
ど

私たちの日々の生活において、地域の活力は豊
かで安定した暮らしを築いていく上で欠かせないも
のです。しかし、その力は一朝一夕に得られるもの
ではなく、常日ごろから身近な共通する課題を地域
で考え、活動に生かしていくことが重要であると考
えています。もちろん、少子高齢化の進行や人口の
減少など、地域コミュニティの維持・活性化に向け
ての問題は数多くありますが、今、できることを一
歩ずつ進めていくことで活路が開けてくるものと感
じています。
こうした中、地域を元気にしようという住民主体
の熱心な活動が市内各地で展開されています。さら
に、東日本大震災後、自治会を中心とした自主防災
組織の結成が進み、自分のことは自分で守る「自助」
と、地域のつながりの中で助け合う「共助」の意識
が向上し、地域力を強化する重要な役割を担ってい
ると実感しています。
このような地域づくりの活動をはじめ、暮らしや
産業などに対し、市ではさまざまな補助金制度を設
けて支援しています。市民の皆さんの生活や活動を
元気にする一助となり、自助と共助の意識が高まり
広がることこそが、安来市が目指す「元気・いきい
き・快適都市」の実現につながる大きな柱となると
考えています。ぜひ、ご活用を検討ください。

※今月号の広報紙に、市が行う各種補助制度を取りまとめ、
折り込んでいます。参考にしてください。

４
月
１８
日
、
中
国
電
力
島
根
原
子

力
発
電
所
を
視
察
。
福
島
第
一
原
発

事
故
を
受
け
た
安
全
対
策
の
実
施
状

況
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。（
写
真
は
、

津
波
対
策
の
た
め
新
た
に
設
置
さ
れ

た
海
抜
１５
メ
ー
ト
ル
の
防
波
壁
）

今月の表紙

「カンカン」と小気味よい音を響か
せ、熱した鉄を叩いて伸ばしていきま
す。厚みのあった鉄が刃物の形に近づ
くにつれ、モノをつくる楽しさを実感
しているようでした。
・撮 影 日 ５月３日（やすぎ刃物まつり）
・撮影場所 安来町中心市街地

「鉄は熱いうちに打て」

地域の活性化を
支援します

長
信

市
短
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左
上
の
表
は
、
平
成
２４
年
度
に
市

民
を
対
象
に
実
施
し
た
「
人
権
に
関

す
る
意
識
調
査
」
の
う
ち
、
女
性
が

差
別
や
人
権
侵
害
を
受
け
た
場
面
に

つ
い
て
問
い
か
け
た
調
査
の
結
果
で

す
。前

回
調
査
よ
り
ポ
イ
ン
ト
が
高
く

な
っ
て
い
る
項
目
が
多
く
、
市
で

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
男
女
共
同
参

画
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る

こ
と
の
表
れ
と
解
釈
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
さ
ら
に
行
動
に
つ
な
げ

て
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
見
直
し
、

実
践
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

▼
家
事
や
育
児
、
介
護
は
女
性
だ
け

が
や
る
べ
き
仕
事
と
し
て
考
え
て
い

ま
せ
ん
か
？

▼
地
域
行
事
や
お
祭
り
で
、
性
別
に

よ
り
役
割
分
担
が
決
ま
っ
て
い
ま
せ

ん
か
？

▼
職
場
に
個
人
の
能
力
や
適
性
が
生

か
さ
れ
る
環
境
が
あ
り
ま
す
か
？

▼
押
し
付
け
や
、
暴
言
・
暴
力
で
お

互
い
の
心
を
傷
つ
け
合
う
よ
う
な
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

こ
の
ほ
か
に
も
、
負
担
を
感
じ
た

り
、
充
実
感
が
得
ら
れ
ず
悩
ん
だ
り

し
て
い
る
こ
と
は
な
い
か
ど
う
か
、

そ
し
て
、
み
ん
な
が
豊
か
な
人
生
と

な
る
よ
う
、
人
と
人
と
の
関
わ
り
方

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、
さ
ら

に
理
解
を
深
め
た
い
、
学
び
た
い
と

お
考
え
の
人
は
、
人
権
施
策
推
進
課

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

みみんんななでで「「考考ええ・・見見直直しし・・行行動動ししよようう」」
男男女女がが平平等等にに個個性性・・能能力力をを発発揮揮ででききるる社社会会

男女共同参画週間

性
別
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
地
域
、
職
場
、
学
校
、
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
と
能
力
が
発
揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
実
現
を
目
指

し
、
安
来
市
で
は
平
成
２０
年
度
に
「
第
２
次
男
女
共
同
参
画
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
一

人
一
人
が
意
識
を
持
ち
、
実
践
を
心
掛
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

私
た
ち
の
身
近
な
社
会
で
、
お
互
い
の
役
割
に
つ
い
て
、
こ
の
機
会
に
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

女性が因習や固定的な役割分担にとら
われることなく、日常生活の多様な場面
で、のびのびと活動できることは、地域
社会が元気になることにもつながります。
その「仕組みづくり」への取り組みが
求められていることを、このキャッチフ
レーズから感じ取ることができます。

６６月月２２３３日日 ～～２２９９日日 はは土日

意
識
調
査
か
ら
み
る
男
女
共
同
参
画
の
現
状

あなたはどのような場面で、女性が差別されたり人権侵害を受
けたりしていると感じますか？（複数回答可）

人権に関する意識調査結果より（平成 24年度実施）

●
問
い
合
わ
せ

人
権
施
策
推
進
課

℡
２３‐

３
０
９
５

設問

３



平
成
３
年
か
ら
稼
働
し
て
い
る
安
来
市
対
仙
浄
園
し
尿

処
理
場
を
、
浄
化
槽
汚
泥
対
応
型
の
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン

タ
ー
と
し
て
整
備
し
、
４
月
２４
日
、
し
ゅ
ん
工
式
を
行
い

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
旧
施
設
の
老
朽
化
に
あ
わ
せ
、
浄
化
槽
汚
泥

の
増
加
な
ど
に
よ
る
搬
入
物
の
質
・
量
の
変
化
が
著
し
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
適
正
処
理
が
継
続
で
き
る
よ
う
、
平

成
２３
年
度
か
ら
整
備
工
事
を
進
め
て
き
た
も
の
で
す
。

新
施
設
で
は
、
し
尿
や
浄
化
槽
汚
泥
に
加
え
、
農
業
集

落
排
水
施
設
汚
泥
な
ど
も
受
け
入
れ
、
１
日
の
処
理
能
力

は
３６
㌔
リ
ッ
ト
ル
。
搬
入
物
は
、
処

理
水
と
汚
泥
に
分
離
し
、
汚
泥
は
脱

水
後
、
助
燃
剤
と
し
て
資
源
化
を
図

る
な
ど
、
周
辺
環
境
に
配
慮
す
る
と

と
も
に
、
循
環
型
社
会
に
対
応
し
た

施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
の
完
成
に
よ
り
、
清
潔

で
快
適
な
生
活
環
境
の
さ
ら
な
る
向

上
を
目
指
し
ま
す
。

中
国
山
地
を
中
心
に
、こ
の

地
方
に
伝
わ
る
日
本
古
来
の
製

鉄
法「
た
た
ら
」の
技
術
や
歴
史
、

流
通
な
ど
を
紹
介
す
る
和
鋼
博

物
館
。「
た
た
ら
」ゆ
か
り
の
安
来

市
・
雲
南
市
・
奥
出
雲
町
に
よ
る「
鉄
の

道
文
化
圏
」の
中
核
施
設
と
し
て
、平
成

５
年
に
オ
ー
プ
ン
し
、
２０
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。

同
館
で
は
、
こ
れ
を
記
念
す
る
特
別

展
「
中
国
地
方
の
名
刀
展
」
を
開
催
し

て
お
り
、
千
年
以
上
に
わ
た
っ
て
優
れ

た
鉄
と
日
本
刀
が
作
り
続
け
ら
れ
て
い

る
中
国
地
方
の
刀
文
化
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。（
特
別
展
は
５
月
３１
日
ま
で
）

周周辺辺環環境境のの保保全全とと循循環環型型社社会会のの形形成成をを目目指指ししまますす

安安来来市市汚汚泥泥再再生生処処理理セセンンタターー
整整備備工工事事ががししゅゅんん工工

和和鋼鋼博博物物館館がが開開館館２２００周周年年
日本唯一“たたら”の総合博物館

特特別別展展「「中中国国地地方方のの名名刀刀展展」」をを開開催催

市市政政トトピピッッククスス
最近の主な動きを
お伝えします

処理工程で発生した汚泥を脱水
し、助燃剤化する、「電気浸透式
脱水機」。

（
右
）
中
国
地
方
で
作
ら
れ
た
平

安
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
刀
剣
２７

振
を
展
示
。（
下
）
記
念
講
演
「
か

た
な
へ
の
誘
い
」
を
４
月
２１
日
に

開
催
。
鉄
の
芸
術
品
と
も
言
え
る

日
本
刀
の
魅
力
に
迫
り
ま
し
た
。

４



４
月
２３
日
、
安
来
市
と
公
益
財
団
法

人
し
ま
ね
産
業
振
興
財
団
と
の
間
で
、

安
来
市
の
産
業
振
興
に
関
す
る
包
括
的

業
務
協
力
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
市
内
の
企
業
が
、
設

備
投
資
や
販
路
開
拓
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ

チ
ン
グ
、
資
金
調
達
な
ど
の
経
済
活
動

を
円
滑
・
迅
速
に
展
開
で
き
る
よ
う
、

相
互
に
情
報
提
供
や
相
談
対
応
な
ど
を

協
力
し
て
行
う
こ
と
で
、
安
来
市
の
地

域
振
興
・
産
業
振
興
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
職
員
の
人
材
育
成
を
目
的
と

し
て
、
し
ま
ね
産
業
振
興
財
団
へ
の
職

員
派
遣
も
今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

「
災
害
時
応
急
対
策
協
定
」
を
結
ん

で
い
る
、
安
来
市
と
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
「
ポ
プ
ラ
」
の
共
同
企
画
に
よ

り
、
市
内
の
国
道
９
号
沿
い
の
ポ
プ
ラ

３
店
舗（
清
水
店
・
赤
江
店
・
中
海
店
）

で
、
安
来
の
特
産
品
や
加
工
品
２５
品
を

テ
ス
ト
販
売
し
て
い
ま
す
。

期
間
は
、
４
月
２７
日
か
ら
９
月
１
日

ま
で
の
約
４
カ
月
間
。
５
回
目
と
な
る

今
回
は
、
松
江
市
・
米
子
市
・
南
部
町

内
の
一
部
の
店
舗
で
も
、
こ
れ
ま
で
の

テ
ス
ト
販
売
で
好
評
だ
っ
た
商
品
を
数

量
限
定
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

平
成
２４
年
度
に
整
備
し
た
原
子
力
防

災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
た
通
信
訓
練

を
４
月
２６
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
に
は
、
中
国
電
力
島
根
原
子
力

発
電
所
か
ら
３０
㌔
圏
域
の
安
来
・
松
江
・

出
雲
・
雲
南
・
米
子
・
境
港
の
６
市
と

島
根
・
鳥
取
両
県
、
国
の
原
子
力
規
制

庁
な
ど
が
参
加
。
島

根
原
発
に
お
い
て
原

子
力
緊
急
事
態
が
発

生
し
た
こ
と
を
想
定

し
、
島
根
県
の
オ
フ

サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー（
原

子
力
防
災
セ
ン
タ
ー
）

や
２
県
６
市
の
各
庁

舎
な
ど
、
１２
機
関
を

回
線
で
結
ん
で
テ
レ

ビ
会
議
を
開
き
、
知

事
や
市
長
ら
が
状
況

報
告
な
ど
を
行
い
、

情
報
共
有
を
図
り
ま

し
た
。

万
一
の
事
態
に
お

い
て
、
迅
速
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
今
後

も
訓
練
を
重

ね
、
災
害
対

応
力
を
強
化

し
て
い
き
ま

す
。

市内企業の経済活動支援を推進

２２県県６６市市ががテテレレビビ会会議議でで情情報報交交換換

ししままねね産産業業振振興興財財団団とと業業務務協協力力

原原子子力力防防災災ネネッットトワワーーククシシスステテムム
合合同同通通信信訓訓練練をを実実施施

協定書の調印後、握手を交わす近藤市長（左）と
山崎征爾理事長。

コンビニエンスストア「ポプラ」で
安来の特産品など 25品を販売中

安安来来いいいいももののセセレレククシショョンン
iinn ポポププララ

（右）テレビ会議で、通信訓練
を行う近藤市長。
（下）会議参加者をモニターに
表示。

市
内
の
「
ご
当
地
ア
イ
ス
」

を
一
堂
に
集
め
た
特
設
コ
ー

ナ
ー
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

５
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中
国
で
今
ま
で
ヒ
ト
に
感

染
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
（
Ｈ
７
Ｎ
９
型
）
の
感
染

が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

５
月
１０
日
時
点
で
は
、
人

か
ら
人
に
感
染
し
た
形
跡
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
の
情

報
に
注
意
し
て
、
鳥
を
直
接

触
っ
た
り
、
病
気
の
鳥
や
死

ん
だ
鳥
に
近
寄
っ
た
り
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
健
康
状
態
に
心
配
が
あ
る

場
合
は
、
い
き
い
き
健
康
課

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
が
で
き
る

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

●
手
洗
い

手
洗
い
は
こ
ま
め
に
し
ま

し
ょ
う
。
せ
っ
け
ん
を
使
い

１５
秒
以
上
洗
い
ま
し
ょ
う
。

●
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
る

咳
や
く
し
ゃ
み
の
際
は
、

口
と
鼻
を
押
さ
え
、
他
の
人

か
ら
顔
を
そ
む
け
て
１
〜
２

メ
ー
ト
ル
離
れ
ま
し
ょ
う
。

●
マ
ス
ク
の
着
用

正
し
く
着
用
し
て
、
１
日

１
枚
の
使
い
捨
て
マ
ス
ク
を

使
用
し
ま
し
ょ
う
。

食食中中毒毒を
予防しよう

健康の窓

～家庭でできる食中毒予防の６つのポイント～
①
食
材
を
買
う
と
き

③
下
準
備

⑤
食

事

⑥
残
っ
た
食
品

・
調
理
前
は
、
石
け
ん
で
て

い
ね
い
に
手
を
洗
う

・
野
菜
な
ど
の
食
材
を
流
水

で
き
れ
い
に
洗
う

・
生
肉
や
魚
、
卵
を
触
っ
た

ら
手
を
洗
う

・
生
肉
や
魚
を
切
っ
た
ま
な

板
や
包
丁
は
必
ず
洗
っ
て
熱

湯
消
毒
す
る

・
冷
凍
食
品
の
解
凍
は
、
冷

蔵
庫
や
電
子
レ
ン
ジ
で
行
う

・
冷
凍
食
品
は
使
う
分
だ
け

解
凍
し
、
冷
凍
・
解
凍
は
何

度
も
繰
り
返
さ
な
い

・
清
潔
な
器
に
保
存

・
保
存
し
て
時
間
が
経
ち
す

ぎ
た
も
の
は
、
思
い
切
っ
て

捨
て
る

・
温
め
直
す
と
き
も
７５
℃
以

上
で
１
分
以
上
が
目
安

・
消
費
期
限
を
確
認
し
て
新

鮮
な
も
の
を
選
ぶ

・
肉
や
魚
な
ど
の
生
鮮
食
品

や
冷
凍
食
品
は
最
後
に
買
う

・
買
い
物
後
は
寄
り
道
を
し

な
い
で
す
ぐ
に
帰
る

・
食
べ
る
前
に
石
け
ん
で
手

を
洗
う

・
作
っ
た
料
理
は
、
長
時
間

室
温
に
放
置
し
な
い

腹
痛
・
下
痢
・
血
便
な
ど
の
食
中
毒
の
症
状
が
あ
る
と
き
は
、

早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

鳥鳥
イイ
ンン
フフ
ルル
エエ
ンン
ザザ
の
対
応
に
つ
い
て

梅雨の時期から９月ごろにかけては、高
温多湿を好む細菌が活発になるため、食中
毒が発生しやすくなります。
食中毒は、毎日食べている家庭の食事で

も発生する危険性が潜んでいます。予防の
ポイントをおさえ、食中毒から身を守りま
しょう。

②
家
庭
で
の
保
存

・
生
鮮
食
品
は
帰
っ
た
ら
す

ぐ
に
冷
蔵
庫
へ
保
管
す
る

・
冷
蔵
庫
内
は
１０
℃
以
下
、

冷
凍
庫
内
は
マ
イ
ナ
ス
１５
℃

以
下
に
保
つ

・
生
鮮
食
品
を
取
り
扱
う
前

と
後
に
は
必
ず
手
を
洗
う

④
調

理

・
肉
や
魚
は
十
分
に
加
熱
す

る
（
中
心
部
分
の
温
度
は
７５

℃
以
上
で
１
分
以
上
が
目
安
）

●
問
い
合
わ
せ
…
い
き
い
き
健
康
課

℡
２３‐

３
２
２
０
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平成２５年度に活用
させていただく事業

・どじょう振興事業

・結集！しまねの子育
て協働プロジェクト
事業

・健康増進事業

・安来市観光キャンペ
ーン委託事業

寄附金額
開始した平成２０
年度からの累計

4,601,000

363

4,563,000

334

2,523,500

167

11,329,500

628

23,017,000

1,492

平成２４年度
※カッコ内は前年度
2,148,000
（815,000）

181
（78）

2,306,000
（655,000）

194
（63）

1,065,000
（340,000）

82
（27）

3,681,000
（3,715,000）

317
（139）

9,200,000
（5,525,000）

774
（307）

寄附の項目
（事業名）

ふるさとの自然環境
及び景観の保全又は
活用に関する事業

子どもの健全育成又
はふるさと教育の推
進に関する事業

地域医療又は福祉の
充実に関する事業

指定しない

合 計

平平
成成
２２４４
年年
度度
のの
寄寄
附附
金金
はは
、、
９９
２２
００
万万
円円
（（
７７
７７
４４
件件
））
※※
過過
去去
最最
高高

安安
来来
市市
へへ
のの
応応
援援
ああ
りり
がが
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす

こ
れ
か
ら
も

安
来
市
へ
の
応
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す

寄
附
を
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
へ
の
特
典

安
来
市
に
思
い
を
寄
せ
て

く
だ
さ
る
皆
さ
ま
か
ら
寄
附

を
募
り
、
皆
さ
ま
に
そ
の
思

い
を
選
択
し
て
い
た
だ
き
、

環
境
保
全
や
子
育
て
、
医

療
・
福
祉
な
ど
の
事
業
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
く
「
ふ
る

さ
と
寄
附
（
納
税
）
制
度
」。

平
成
２４
年
度
中
に
安
来
市

に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
附

金
は
、
９
２
０
万
円
（
前
年

度
の
約
１
・
７
倍
。
件
数
は

約
２
・
５
倍
）と
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
厚

意
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

寄
附
金
は
、「
ど
じ
ょ
う

す
く掬
い
の
ま
ち
や
す
ぎ
応
援
基

金
」
に
積
み
立
て
て
お
り
、

そ
の
う
ち
の
２
０
０
万
円

を
、
平
成
２５
年
度
に
行
う
事

業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

税
の
優
遇

※寄附をいただいた皆さまの氏名等は、市のホームページに掲載しています。

寄
附
金
額
が
２
千
円
を
超

え
る
部
分
は
、
確
定
申
告
に

よ
り
、
所
得
税
と
住
民
税
が

一
定
額
を
限
度
に
控
除
（
減

額
）
さ
れ
ま
す
。

寄附金の内訳と使途

円

件

円

件

円

件

円

件

円

件

特
産
品
を
進
呈

１
万
円
以
上
の
寄
附
を
い

た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
、
安
来

市
の
特
産
品
な
ど
を
進
呈
し

ま
す
。（
３２
品
目
の
中
か
ら

選
べ
ま
す
）。
魅
力
あ
る
産

品
を
通
し
て
安
来
を
さ
ら
に

好
き
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

円

件

円

件

円

件

円

件

円

件

※
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
定
住
企
画
課

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

定
住
企
画
課

℡
２３‐

３
０
５
９

７



圏域の将来的な発展方向に関する要望・意向

「「中中海海・・宍宍道道湖湖・・大大山山圏圏域域
振振興興ビビジジョョンン」」をを策策定定ししままししたた

ビジョンの骨格

圏圏域域のの一一体体的的なな発発展展をを目目指指ししまますす

●一体的な観光振興 ●循環型社会づくり
●交通ネットワークの整備
●広域連携・官民協働 ●産業連携

古代神話の時代か
らの歴史的一体性
と結びつき

山陰両県の高等教
育機関が集積

歴史・文化

高等教育

②本圏域の優位性を活かす
③圏域が一体となり、力を合わせて
目標を実現する

圏域の課題

・豊かな歴史や自然環境と都市機能の調和する圏域
・北東アジアなど世界につながる圏域
・圏域特性や資源を活かし、世界に通用するブランド価値を創る圏域
・圏域住民が毎日を安心して暮らすことのできる圏域

中海・宍道湖、大
山に代表される豊
かな自然

圏域内観光客は鳥
取県約５割、島根
県内７割を占める

自 然

観 光

事業所・従業員数
は日本海側都市圏
で第４位、総生産
は山陰両県の約５
割を占める

産 業

圏域
の
特徴

①連携と役割分担による圏域の定住
環境の充実・活力向上を図る

基本方向設定にあたっての視点

●豊富な観光資源 ●自然環境
●歴史・文化 ●産業集積
●空港・港湾 ●北東アジアとの近接性

日本海側の主要都
市圏で第３位の人
口集積

施設や医師の集積
は全国でも高水準

人 口

医療・福祉

中中
海海
・・
宍宍
道道
湖湖
・・
大大
山山

圏圏
域域
市市
長長
会会
でで
はは
、、
中中
海海
・・

宍宍
道道
湖湖
・・
大大
山山
圏圏
域域
のの
一一

体体
的的
なな
発発
展展
をを
図図
るる
たた

めめ
、、
圏圏
域域
でで
活活
動動
すす
るる
住住

民民
やや
ＮＮ
ＰＰ
ＯＯ
、、
各各
種種
団団
体体
、、

企企
業業
、、
行行
政政
なな
どど
各各
主主
体体

がが
共共
有有
すす
べべ
きき
将将
来来
像像
やや

方方
向向
性性
をを
示示
しし
たた
「「
中中
海海
・・

宍宍
道道
湖湖
・・
大大
山山
圏圏
域域
振振
興興

ビビ
ジジ
ョョ
ンン
」」
をを
策策
定定
しし
まま

しし
たた
。。

圏域の優位性

圏域内外への陸路・
空路・海路の交通
ネットワークを形成

交通ネットワーク

地縁団体数やボラ
ンティア活動率は
全国上位

地域のつながり
・市民参画
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①人材確保・育成の体制づくり
②人材・活動団体データベースの共有と活用
③情報共有と連携

ここ
のの
ビビ
ジジ
ョョ
ンン
はは
、、
昨昨
年年

１１２２
月月
にに
示示
しし
たた
素素
案案
をを
もも
とと

にに
、、
圏圏
域域
住住
民民
のの
皆皆
ささ
んん
なな

どど
かか
らら
寄寄
せせ
らら
れれ
たた
意意
見見
をを

反反
映映
ささ
せせ
たた
もも
のの
でで
すす
。。

今今
回回
策策
定定
しし
たた
振振
興興
ビビ

ジジ
ョョ
ンン
をを
もも
とと
にに
、、
各各
市市
がが

一一
体体
とと
なな
っっ
てて
圏圏
域域
のの
発発
展展

にに
努努
めめ
てて
いい
きき
まま
すす
。。

２．訪ねてみたい圏域づくり

４．ともに歩む圏域づくり

圏域プロスポーツチームの支援など

①圏域観光の魅力向上
②圏域観光ネットワークの形成
③インバウンド観光の推進
④圏域観光体制の充実

（観光振興）

（連携と協働）

海外観光プロモーションなど

●問い合わせ
・中海・宍道湖・大山圏域市長会事務局 ℡０８５２‐５５‐５０５６
・定住企画課 ℡２３‐３０５９

水と緑がつながる 人がつながる
神話の国から 未来へつなげる

ビビジジョョンンのの基基本本方方向向

圏域の将来像

昨年４月に中海・宍道湖・大
山圏域に位置する安来・松江・
出雲・米子・境港の５市と鳥取
県西部町村会をオブザーバーと
して発足。充実した産業基盤・
観光資源が集積する圏域の一体
化と発展を目指しています。

中海・宍道湖・大山圏域市長会

HH２２５５年年
度度

HH２２５５年年
度度

１．活力にあふれる圏域づくり

自然体験学習など

①力強い産業圏域の形成
②圏域内外を結ぶ交通ネットワークの充実
③北東アジアに向けたゲートウェイ機能の
向上と活用

①自然環境の保全と活用
②歴史・文化の継承と活用
③安心して暮らすことのできる環境の充実

３．住みたくなる圏域づくり

（産業振興）

（環境の充実）

海外販路拡大支援などHH２２５５年年
度度

HH２２５５年年
度度
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吉本興業の「島根県住みます芸人」として平成 23
年５月に松江市に移住し、地域密着の活動に取り組
む落語家の桂三段さんが、安来節保存会の資格審査
で、踊りの部２級の資格を取得しました。
移住当時から、どじょうすくい踊りを身に付けた
いと考えていた三段さんは、昨年９月から保存会松
江支部の小村顕二大師範のもとで修行。めきめきと
腕を上げ、３月の審査会で３級に挑戦すると、異例
といえる２級への飛び級合格を果たしました。
最近は、落語会で踊りを披露することもあるとい
う三段さん。安来節の奥深さも感じ、「安来節を全
国や全世界に広めたい」と抱負を語りました。

安来市消防団の入退団式が４月 14 日、安来
中央交流センターで行われ、入団した消防団員
48 人が、新たな地域防災の担い手としての第
一歩を踏み出しました。
式典では、辞令交付や勤続年数 10 年超の退
団者に感謝状が贈呈されたほか、入団者が任務
遂行を宣誓。式典後は初任者訓練が行われ、消
防団員としての心構えやホースの扱い方などを
学びました。今回入団した遠藤貴宏さん（伯太
方面隊井尻分団）は、「多くの活動に参加して、
地域のためにがんばりたい」と力
強く語りました。

４月２５日、安来節保存会会長の近藤市長を訪れ、
どじょうすくい踊りを披露する桂三段さん（右）。

ホースの延長訓練を行う新入消防団員たち
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トラクターに挟まれた男性を救助した遠藤直
樹さん（広瀬町宇波）と妹尾運一さん（松江市）
を４月 24 日、消防協力者として表彰しました。
４月 13 日、広瀬町宇波でトラクターの操作を
誤った男性が側溝に転落し、さらに横転してき
たトラクターに挟まれ身動きできなくなりまし
た。そこに、近くに住む遠藤さんが通報を受け
て駆け付け、トラクターがずり落ちないようハ
デ木を用いて支え、その後、現場を通った妹尾
さんが、運転していたトラックの搭載クレーン
でトラクターを吊り上げる連係プレーで救出し
たものです。
遠藤さんは、「近隣には若い人が少ないので、
何かあれば率先して行動するよう心掛けてます」
と、日ごろの心構えについて笑顔で話しました。

春らしい陽気に恵まれた４月 14 日、伯太町東
母里の伯太庁舎周辺で恒例のチューリップ祭が開
催され、鑑賞に訪れた２万人を超える人でにぎわ
いました。
当日は 1.8 ㌶の畑に植えられた約 100 品種 55 万
本のチューリップがまさに見ごろ。赤や黄色、ピ
ンクなど、色鮮やかに咲き誇るお花畑には、家族
連れやカップルが記念撮影をする姿が見られまし
た。メーン会場では、山陰の歌姫・六子さんのラ
イブなど、多彩なステージイベントや特産品を販
売する出店などもあり、訪れた人はようやくやっ
て来た春の一日を心行くまで楽しんでいました。

秘秘書書課課 ℡℡２２３３‐‐３３００１１００

ああんんななこことと、、ここんんななこことと
地地域域のの話話題題ををおお届届けけししまますす。。
皆皆ささままかかららのの情情報報もも、、

おお待待ちちししてていいまますす。。

消防長から感謝状が贈られた、遠藤直樹さん（中央）
と妹尾運一さん（左）
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山と湖に囲まれたロケーションの山佐ダム体験
交流施設周辺で４月 13 日、「山奥の楽しい課外授
業」（Yamasa Club 主催）があり、約 800 人が、
コンサートや天体観察などを楽しみました。
会場では、地元・山佐のバンド「ＬＡＳＴ」を
含む８組のアーティストのライブや、山佐ダムに
関するクイズなど多彩なイベントを開催。また、
山佐ダムは四方を自然に囲まれた天体観察のメッ
カで、夜が更けると宝石のような星空が頭上に広
がり、感嘆の声が漏れていました。来場者は大自
然の中で、ゆったりとした時間を満喫しました。

５月５日、赤江八幡宮（赤江町）で昔の農作業の
流れをユーモラスに演じて五穀豊穣を願う御田植神
事が行われ、訪れた見物人を楽しませました。
この神事は、約 670 年の歴史があるともいわれ、
現在は 14 自治会が輪番で奉納。今年の頭屋（当番）

だ つか
は山根町で、水田に見立てた拝殿では、主役の駄使

あぜ
いや早乙女役などに装った氏子が、畦切りから田植
えまでの農作業を演じました。見どころは、駄使い
役を努めた原田吉郎さんの演技。方言を交えた語り
や、見物人との即興の掛け合いで面白おかしく演じ、
周囲を笑いに包んでいました。

歴史や自然豊かな比婆山（伯太町横屋）に親しん
でもらおうと、昨年に続き比婆山神話フェスタ「イ
ザナミ祭」が５月６日に行われました。

こ り

午前は、比婆山神話登山ウオークが行われ、清水
かき たわ の うち

掻、峠之内の２ルートから約 450 人が山頂（標高 320
㍍）を目指し出発。山頂の久米神社奥宮では、井尻
小学校５・６年生が比婆山に関するクイズを出題

たまかかえいし

し、イザナミの御陵や玉抱石、陰陽竹などの見どこ
ろを紹介しました。午後は、ふもとの久米神社里宮
でイベントが催されるなど、訪れた人たちは、神話
ゆかりの地を満喫しました。

手にした２本のタケの棒をウシと手綱に見立て、
田起こしの様子を表現する、駄使い役の原田さん。

○○××式式でで行行わわれれたた山山佐佐ダダムムウウルル
トトララククイイズズ。。正正解解にに喜喜ぶぶ参参加加者者。。

久米神社里宮の境内では、井尻小学校の児童が
南中ソーランを披露。

１２



古くから「ハガネのまち」として知られる安来。
現在も最先端技術で生産される高級特殊鋼「ヤス
キハガネ」は、世界中で使用され人気を集めてい
ます。この安来で生まれた刃物の里帰りとＰＲを
兼ね、５月３日・４日に 18 回目となるやすぎ刃
物まつりを開催しました。
会場の安来町中心市街地では、包丁や鎌、カン
ナなどの刃物製品が集結。包丁を買い求める人
や、職人が刃物を研ぐ様子を見入る人、ステージ
イベントを楽しむ人など、2日間で延べ２万人を
超える人が詰めかけ、年に一度の刃物の祭典を楽
しんでいました。

（左）メノウ石を
磨いて作ったカ
スタムナイフ。

（上）市民会館で開催した安来アウトドアナイフ
ショー２０１３には、全国のカスタムナイフメーカー
２１社が出店し、各ブースで展示販売されました。

（上）新潟から佐賀までの鋼の有名産地から３９社
が軒を連ね、自慢の刃物を販売。（左）和鋼博物館では刀匠

による作業実演。観客は
鎚を振るう一挙手一投足
を、食い入るように見つ
めていました。

（下）大型連休中とあって、
会場には子どもからお年
寄りまで多くの来場者の
姿が見られました。

（右）５４台が並ん
だクラシックカー
展示。中には、
電動モーターに
積み替えて電気
自動車に改造し
た車も。。

１３



新新着着図図書書紹紹介介

お伊勢参り 鎌田道隆
強育論 野々村直通
雑草の呼び名事典散歩編

亀田龍吉
マタニティ・グレイ 石田衣良
とうざい 田牧大和
Ｔｅａｍ・ＨＫ あさのあつこ
老いてこそ学べ 遠藤周作
わたしは目で話します

たかおまゆみ
〈お子さんのほん〉
こぶたのかばん 佐々木マキ
こりゃなんだうた 谷川晃一
アントンせんせい 西村敏雄
チェロの木 いせひでこ

七浦巡り万葉花旅日記 島根
半島四十二浦 原美代子
春風伝 葉室 麟
玉磨き 三崎亜記
病気にならない！たまねぎ氷
健康レシピ 村上祥子
いつやるか？今でしょ！今すぐ出
来る 45 の自分改造術！ 林 修
〈お子さんのほん〉
さかなクンの山陰海岸ギョ
ギョ図鑑 さかなクン
ライオンをかくすには

ヘレン・スティーヴンズ
でっかいたまごとちっちゃい
たまご 上野与志

つくもがみ、遊ぼうよ 畠中 恵
大迷走 逢坂 剛
常在戦場 火坂雅志
また次の春へ 重松 清
はだかんぼうたち 江国香織
正義のセ ２・３ 阿川佐和子
幻坂 有栖川有栖
水の手紙 井上ひさし
ワクチン新時代 杉本正信
〈お子さんのほん〉
どうしたのブタくん

みやにしたつや
あんちゃん 高部晴市
日本の不思議伝説大図鑑

湯本豪一
悪ガキ７ 宗田 理

℡３７－００５０

●検索方法
①「安来市ホームページ」を開く
②「図書館」タグ→「資料検索・予約」を選択
→選択したい資料名や作者名などで検索

●予約方法
③検索画面から「利用者番号（カード）」「パ
スワード」を入力してログイン。

④「予約したい資料」「受取場所」を選び「予
約申込」をクリックして完了。

情報システム機器を更新するため、下記のとおり３館（室）ともに臨時休館します。
ご迷惑をお掛けしますが、ご理解の程よろしくお願いします。

●そのほかの新着図書情報は…http : //www.city.yasugi.shimane.jp/tosyo/

安来市立図書館・ひろせ図書室・はくた図書室
６月２６日（水）～６月３０日（日）

℡３２－４４５５

自宅のパソコンや携帯電話などから、安来市立
図書館・ひろせ図書室・はくた図書室が所蔵する
資料を「検索」・「予約」することができます。
貸出状況の確認や図書の予約など、さまざまな
用途でご利用ください。
※予約の際は、利用者カード（番号）のほかに、
パスワードが必要です。パスワードの発行は、
最寄りの図書館（室）で手続きできます。利用
者カードをお持ちください。
※インターネットからの予約は、即時ではなく、
翌朝 7時に情報が更新されます。

図書館からのお知らせ

臨臨時時休休館館ののおお知知ららせせ

℡２２－２５７４

●休館施設
●休館期間
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点
字
に
翻
訳
し
た
図
書
の

製
作
を
通
じ
、
視
覚
障
が
い

者
の
読
書
や
情
報
環
境
の
充

実
と
、
社
会
参
加
支
援
を
目

的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
点
字
の
普
及
を
図
る
た

め
、
要
請
に
応
じ
て
講
習
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
主
な
活
動
内
容

▽
点
字
図
書
製
作
と
講
習
会

小
説
を
は
じ
め
と
し
た
一

般
図
書
の
点
訳
や
、
初
心
者

向
け
の
講
習
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。（
講
習
会
は
参
加
無

料
。
テ
キ
ス
ト
・
機
材
な
ど

は
実
費
負
担
と
な
り
ま
す
）

・
活
動
日
時

毎
月
第
１
・

３
火
曜
日

１９
時
〜
２１
時

・
場
所

安
来
中
央
交
流
セ

ン
タ
ー

※
参
加
者
、
随
時
募
集
中
。

▽
視
覚
障
が
い
者
と
の
交
流

会
、
近
隣
団
体
と
の
意
見
交

換
会
な
ど

▽
小
学
校
で
の
点
字
授
業

●
一
言
ご
あ
い
さ
つ

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
点
訳
図

書
の
製
作
を
主
な
活
動
と
し

て
い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
の
使

い
方
な
ど
も
お
教
え
し
ま
す

の
で
、
一
緒
に
活
動
し
て
み

て
は
ど
げ
な
か
ね
！

私
た
ち
は
、
誰
も
が
理
容

機
会
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
理
容
は

ひ
と
を
元
気
に
す
る
力
が
あ

り
ま
す
。
理
容
技
術
を
生
か

し
、
一
人
で
も
多
く
の
人
を

笑
顔
に
し
ま
す
。

●
主
な
活
動
内
容

▽
訪
問
理
容

足
が
不
自
由
な
ど
の
理
由

に
よ
り
、
理
容
店
に
来
店
で

き
な
い
人
の
お
宅
に
出
向

き
、理
容
奉
仕
活
動（
有
償
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
養
護
老
人
ホ
ー
ム
鴨
来
荘

に
て
理
容
奉
仕
活
動

毎
月
、
上
部
団
体
の
安
来

理
容
組
合
と
と
も
に
養
護
老

人
ホ
ー
ム
鴨
来
荘
に
出
向
き

理
容
奉
仕
活
動
（
有
償
）
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎

年
９
月
に
、
施
設
周
辺
の
草

刈
り
や
窓
ふ
き
な
ど
の
清
掃

活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
理
容
技
術
向
上
の
勉
強
会

技
術
や
経
営
に
つ
い
て
勉

強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
一
言
ご
あ
い
さ
つ

部
員
は
４
人
と
少
人
数
で

す
が
、
行
動
力
と
団
結
力
で

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
髪
を

切
り
た
く
て
も
、
諸
事
情
で

お
店
に
行
く
こ
と
が
困
難
な

人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

３３

４４

●問い合わせ
やすぎボランティア団体ネットワーク
事務局 （市民参画課内） ℡２３‐３０６７

視
覚
障
が
い
者
の
読
書
を
支
援

先月号からやすぎボランティア団体
ネットワークに加盟する団体を、シリー
ズで紹介しています。

髪
を
整
え
笑
顔
を
つ
く
る

ＦＩＬＥ

安安
来来
点点
訳訳
奉奉
仕仕
団団

きき
つつ
つつ
きき
のの
会会

ＦＩＬＥ

安安
来来
理理
容容
組組
合合
青青
年年
部部

鴨来荘での理容奉仕活動

パソコンを使った点訳作業

やすぎ

ボランティア団体
ネットワーク

●
問
い
合
わ
せ

会
長

遠
藤
宗
比
古

℡
２２‐

２
５
７
８

●
問
い
合
わ
せ

代
表

足
立
朋
広

℡
２８‐

７
０
９
６
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生
ご
み
堆
肥
化
装
置
の
設
置
費

を
補
助
し
ま
す

●申
●問
環
境
政
策
課

℡
２３‐

３
１
０
２

生
ご
み
を
堆
肥
と
し
て
資
源

化
で
き
る
家
庭
用
の
生
ご
み
処

理
機
や
コ
ン
ポ
ス
ト
を
市
内
の

販
売
店
で
購
入
し
た
場
合
、
購

入
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
額

▽
電
源
を
必
要
と
す

る
も
の
…
購
入
金
額
の
３
分
の

１
（
上
限
２
万
５
千
円
）
。
た

だ
し
、
過
去
５
年
間
で
補
助
金

を
受
け
て
い
な
い
こ
と
（
故
障

に
よ
る
買
い
替
え
を
除
く
）

▽
電
源
を
必
要
と
し
な
い
も
の

…
購
入
金
額
の
２
分
の
１
（
上

限
５
千
円
）
。
た
だ
し
、
過
去

３
年
間
で
２
個
ま
で
の
補
助
金

を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

平
成
２５
年
度
の
市
県
民
税
・
国

民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知
書

を
発
送
し
ま
す

●問
▽
課
税
に
つ
い
て
…

税
務
課
℡
２３‐

３
０
４
０

▽
税
の
納
付
に
つ
い
て
…

納
税
課
℡
２３‐

３
０
４
３

平
成
２５
年
度
の
市
県
民
税
お

よ
び
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税

通
知
書
を
６
月
１４
日
に
発
送
し

ま
す
。
初
回
（
第
１
回
）
の
納

期
限
は
７
月
１
日
㈪
で
す
の
で
、

納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

永
久
選
挙
人
名
簿
の
登
録
と
縦

覧●問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

℡
２３‐

３
１
３
５

登
録
対
象
者

平
成
５
年
６
月

２
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

平
成
２５
年
３
月
１
日
ま
で
に
住

民
登
録
を
済
ま
せ
、
引
き
続
き

３
カ
月
以
上
安
来
市
に
居
住
し

て
い
る
人
。

縦
覧
期
間

６
月
３
日
㈪
〜
６

月
７
日
㈮
８
時
３０
分
〜
１７
時

縦
覧
場
所

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
安
来
●庁
）

異
議
申
出

登
録
さ
れ
る
資
格

が
あ
る
の
に
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
縦
覧
期
間

中
に
異
議
の
申
出
書
を
選
挙
管

理
委
員
会
に
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

児
童
手
当
の
現
況
届
の
提
出
は

６
月
２８
日
ま
で
に

●問
福
祉
課

℡
２３‐

３
２
１
１

中
学
校
修
了
前
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
人
は
、
現
況
届
の

提
出
が
毎
年
必
要
で
す
。
関
係

書
類
は
、
５
月
末
に
手
当
を
受

け
て
い
る
人
に
対
し
て
発
送
し

ま
す
。

提
出
期
限

６
月
２８
日
㈮

提
出
先

福
祉
課（
広
瀬
●庁
）、

市
民
課
④
窓
口
（
安
来
●庁
）
、

伯
太
●地
（
伯
太
●庁
）
※
児
童
福

祉
施
設
お
よ
び
里
親
に
つ
い
て

は
福
祉
課
（
広
瀬
●庁
）
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

▽
平
成
２５
年
１
月
１

日
現
在
の
住
所
地
が
、
安
来
市

外
に
あ
る
支
給
対
象
者
お
よ
び

そ
の
配
偶
者
に
つ
い
て
は
、
そ

の
住
所
地
に
お
い
て
平
成
２５
年

度
課
税
所
得
証
明
書
の
交
付
を

受
け
て
く
だ
さ
い

▽
公
務
員

の
人
は
、
勤
務
先
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

安
来
市
戦
没
者
追
悼
式

●問
福
祉
課

℡
２３‐

３
２
１
１

先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者

の
慰
霊
と
、
平
和
を
願
う
市
民

の
強
い
決
意
を
表
し
ま
す
。

日
時

６
月
２４
日
㈪
１４
時
〜

場
所

安
来
市
民
会
館

「中海・宍道湖一斉清掃」
にご参加ください

●問環境政策課
℡２３‐３０９８

６月９日㈰８時 30 分～10 時（集合８時 15 分、
開始式８時 30 分～、一斉清掃開始９時～）

場所 島田干拓地
（穂日島町地内）
※左図参照。

参加方法 当日、集合時
間までに会場にお出掛
けください。

この一斉清掃は、中海と宍道湖がラムサール条約
湿地に登録されたことを契機に、沿岸自治体の連携
による環境保全等の取り組みとして、平成 18 年か
ら「環境月間」（６月）の第２日曜日に実施されて
います。
今年は、安来市が主会場となり、島根・鳥取両県
知事の参加による開始式を開催します。

ララムムササーールル条条約約湿湿地地

行行

政政

日時
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農
業
者
年
金
等
の
現
況
届
の
提

出
は
６
月
２８
日
ま
で
に

●問
農
業
委
員
会
事
務
局

℡
２３‐

３
３
６
０

農
業
者
年
金
の
経
営
移
譲
年

金
や
農
業
者
老
齢
年
金
を
受
給

し
て
い
る
人
は
、
現
況
届
の
提

出
が
毎
年
必
要
で
す
。
現
況
届

の
用
紙
は
、
５
月
末
ご
ろ
に
農

業
者
年
金
基
金
か
ら
受
給
者
宛

に
送
付
さ
れ
ま
す
。

提
出
期
間

５
月
３１
日
㈮
〜
６

月
２８
日
㈮

提
出
先

農
業
委
員
会（
伯
太
●庁
）、

市
民
課
（
安
来
●庁
）
、
広
瀬
・

伯
太
各
●地（
広
瀬
・
伯
太
各
●庁
）

そ
の
他

届
の
提
出
が
な
い
場

合
、
１１
月
の
支
払
い
か
ら
提
出

す
る
ま
で
の
間
、
支
払
い
が
停

止
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

有
害
鳥
獣
の
被
害
防
止
対
策
に

対
す
る
補
助
金

●申
●問
農
林
振
興
課

℡
２３‐

３
３
３
０

次
の
条
件
に
該
当
す
る
有
害

鳥
獣
対
策
に
対
し
、
装
置
購
入

費
の
１
０
０
分
の
５０
以
内
の
額

を
補
助
し
ま
す
。（
上
限
あ
り
）

対
象

▽
市
内
で
農
地
を
有
す

る
ま
た
は
、
維
持
管
理
を
す
る

農
林
作
物
生
産
者

▽
農
林
作

物
生
産
者
を
有
す
る
集
落
組
織

▽
営
農
集
団
。

対
象
地

市
内
農
地
（
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
制
度
な
ど
、

ほ
か
の
補
助
制
度
の
受
益
農
地

を
除
く
）

内
容

鳥
類
や
獣
類
被
害
防
止

対
策
の
た
め
の
防
護
壁
・
柵
・

網
や
電
気
牧
柵
、
爆
音
機
な
ど

（
平
成
２５
年
９
月
３０
日
ま
で
に

設
置
し
た
も
の
）
※
お
り
、
わ

な
、
爆
音
機
の
ガ
ス
ボ
ン
ベ
に

要
す
る
費
用
を
除
く
。

申
請
期
限

１０
月
３１
日
㈭

そ
の
他

申
請
書
は
農
林
振
興

課（
伯
太
●庁
）、総
合
案
内
（
安

来
●庁
）、広
瀬
●地（
広
瀬
●庁
）に

設
置
。

「
し
ま
ね
版
特
区
」
申
請
受
付

●申
●問
島
根
県
し
ま
ね
暮
ら
し
推

進
課

℡
０
８
５
２‐

２２‐

５
０
６
５

「
し
ま
ね
版
特
区
」
は
、
地

域
活
性
化
の
た
め
取
り
組
も
う

と
し
て
い
る
事
業
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
規
制
に
よ
り
実
施
が
困
難

な
と
き
に
、
規
制
の
特
例
措
置

を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の

実
現
を
図
る
制
度
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
住
民
グ
ル
ー
プ
、

民
間
企
業
な
ど
、
ど
な
た
で
も

申
請
可
能
で
す
。

受
付
期
間

５
月
３１
日
㈮
ま
で

（
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
受
付

期
間
に
関
わ
ら
ず
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
）

土
砂
災
害
防
止
全
国
の
集
い

●問
島
根
県
砂
防
課

℡
０
８
５
２‐

２２‐

５
２
０
６

土
砂
災
害
で
多
く
の
人
が
犠

牲
と
な
っ
た
昭
和
５８
年
の
山
陰

豪
雨
災
害
か
ら
３０
年
目
を
迎
え

る
今
年
、
島
根
県
を
会
場
に
開

催
し
ま
す
。

日
時

６
月
５
日
㈬
１２
時
〜

場
所

島
根
県
民
会
館

内
容

式
典
、
基
調
講
演
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
。

そ
の
他

入
場
無
料
、
申
し
込

み
不
要
。
詳
し
く
は
、
島
根
県

砂
防
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

ダ
ム
か
ら
の
放
流
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
（
布
部
・
山
佐
ダ
ム
）

●問
広
瀬
土
木
事
業
所

℡
３２‐

２
０
３
１

・
布
部
ダ
ム
担
当

℡
３２‐

４
１
５
５

・
山
佐
ダ
ム
担
当

℡
３２‐

４
１
４
８

布
部
ダ
ム
と
山
佐
ダ
ム
で
は
、

上
流
の
大
雨
な
ど
で
や
む
を
得

ず
放
流
す
る
（
水
を
流
す
）
こ

と
が
あ
り
、
そ
の
際
に
は
、
川

の
水
が
急
に
増
え
だ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

放
流
時
に
は
、
警
報
局
や
パ

ト
ロ
ー
ル
カ
ー
の
サ
イ
レ
ン
や

放
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
サ
イ
レ
ン
な
ど
が
聞
こ
え

た
ら
、
す
ぐ
に
川
か
ら
上
が
っ

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
雨
の
季
節
に
限
ら

ず
、
気
象
台
が
発
表
す
る
雨
や

洪
水
に
関
す
る
警
報
・
注
意
報

や
、
台
風
の
接
近
の
際
に
も
、

ダ
ム
か
ら
の
放
流
警
報

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

１．公開の請求
請求件数…受付 13 件、公文書 13 件

２．公開の請求に対する決定状況
公開８件、部分公開１件、非公開２件、
却下０件、本人取下２件
※非公開は、いずれも文書不存在の
ため。

３．請求者などの状況
請求権者９人

４．請求担当課別状況（受理）
人事課１件、財政課１件、管財課１件、
市民課２件、地域振興課１件、
下水道課３件、水道管理課１件、
教育総務課１件、消防総務課１件、
病院事業管理者１件

５．異議申し立ての状況 なし

１．開示の請求 なし

公文書情報公開・個人情報開示
請求の状況をお知らせします

●問総務課 ℡２３‐３０１９

個人情報保護の開示の状況

公文書公開の状況

■平成２４年度■
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労
働
保
険
の
年
度
更
新
等
の
お

知
ら
せ（
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
）

●問
島
根
労
働
局

℡
０
８
５
２‐

２０‐

７
０
１
０

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇

用
保
険
）
に
加
入
し
て
い
る
事

業
主
の
人
は
、
年
度
更
新
（
申

告
・
納
付
）
の
手
続
き
を
、
平

成
２５
年
度
に
お
い
て
は
６
月
１

日
㈯
か
ら
７
月
１０
日
㈬
ま
で
の

間
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
度
更
新
等
の
手
続

き
を
正
し
く
行
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
県
内
各
地
で
相
談
受
付

を
開
催
し
ま
す
。
（
安
来
市
内

で
の
開
催
は
次
の
と
お
り
で
す
）

日
時
・
場
所

６
月
１２
日
㈬
・

７
月
１
日
㈪
１０
時
３０
分
〜
１５
時
、

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

●
便
利
な
電
子
申
請
・
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

労
働
保
険
の
年
度
更
新
や
所

在
地
等
の
変
更
手
続
き
な
ど
は

電
子
申
請
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ

た
パ
ソ
コ
ン
を
使
い
、
２４
時
間

い
つ
で
も
手
続
き
で
き
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
労
働
保
険
料
お
よ
び

一
般
拠
出
金
の
納
付
は
、
口
座

振
替
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。ご
希
望
の
場
合
は
、

所
定
の
申
込
書
を
金
融
機
関
の

窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

放
送
大
学
１０
月
入
学
生
募
集

●申
●問
放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン

タ
ー

℡
０
８
５
２‐

２８‐

５
５
０
０

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど

の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で

す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
限

８
月
３１
日
㈯
必
着

資
料
請
求
（
無
料
）

島
根
学

習
セ
ン
タ
ー
ま
で
（
放
送
大
学

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
付
）

●
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

日
時
・
場
所

６
月
１６
日
㈰
・

８
月
２８
日
㈬
ほ
か
１０
時
〜
・
１４

時
〜
（
各
２
回
）
、
島
根
学
習

セ
ン
タ
ー
（
松
江
市
・
ス

テ
ィ
ッ
ク
ビ
ル
４
階
）

「
電
気
自
動
車
」
レ
ン
タ
カ
ー

で
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
し
ま
せ
ん
か

（
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域

市
長
会
連
携
事
業
）

●問
管
財
課
℡
２３‐

３
０
３
０

市
長
会
を
構
成
す
る
安
来
市
・

松
江
市
・
米
子
市
・
境
港
市
で
は
、

環
境
に
優
し
い
電
気
自
動
車
の

普
及
啓
発
な
ど
を
目
的
に
、
電

気
自
動
車
を
導
入
し
、
閉
庁
日

は
、
観
光
客
や
市
民
の
皆
さ
ん

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
貸

し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。（
貸
出

業
務
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
レ
ン
タ

カ
ー
＆
リ
ー
ス
㈱
が
行
い
ま
す
）

●
電
気
自
動
車
レ
ン
タ
カ
ー
の

貸
し
出
し

●申
●問
Ｊ
Ｒ
西
日
本
レ
ン
タ
カ
ー

＆
リ
ー
ス
㈱
予
約
セ
ン
タ
ー

℡
０
０
８
８‐

２４‐

４
１
９
０

貸
出
車
両

日
産
リ
ー
フ
１
台

貸
出
日

土
日
・
祝
日
、
（
１２

月
３１
日
〜
１
月
１
日
を
除
く
）

利
用
料
金

１２
時
間
ま
で
５
２

５
０
円
（
出
雲
市
を
含
む
圏
域

５
市
の
在
住
者
は
、
利
用
料
金

が
１０
㌫
割
引
）

貸
出
場
所

安
来
市
観
光
案
内

所
（
Ｊ
Ｒ
安
来
駅
隣
り
）

そ
の
他

利
用
料
金
な
ど
、
詳

し
く
は
予
約
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
電
気
自
動
車
用
の
急
速
充
電

器（
無
料
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い

電
気
自
動
車
で
安
心
し
て
走

行
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
圏
域

５
市
そ
れ
ぞ
れ
に
無
料
の
急
速

充
電
ス
タ
ン
ド
（
年
中
無
休
・

２４
時
間
利
用
可
能
）
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
（
安
来
市
は
「
道

の
駅
あ
ら
エ
ッ
サ
」
に
設
置
）

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

土
地
の
公
売

●申
●問
管
財
課
℡
２３‐

３
０
３
０

市
で
は
、
次
の
土
地
を
一
般

競
争
入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

公
売
土
地

下
表
の
と
お
り
。

申
込
方
法

申
請
書
・
入
札
書

を
管
財
課
（
安
来
中
央
●交
内
）

ま
で
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

５
月
２０
日
㈪
１０
時

〜
６
月
２０
日
㈭
１７
時

入
札
の
日
時
・
場
所

６
月
２５

日
㈫
、
安
来
中
央
●交

そ
の
他

詳
し
く
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
管
財
課

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

最低売却価格

７，９５６，３７５円

８，４１６，７３０円

８，６９７，２５５円

８，１９５，２５０円

地積

３２４．７５㎡

３４３．５４㎡

３５４．９９㎡

３３４．５０㎡

地目

宅地

宅地

宅地

宅地

地 番

１５２０番５

１５２０番６

１５２０番７

１５２０番８

番号

⑴
⑵
⑶
⑷

市市道道上上荒荒島島線線

●公売土地 ＜所在地…安来市荒島町字御崎＞

利用料金は、同等クラ
スの車種より割安な設
定となっています。

入入札札物物件件（（１１））～～（（４４））

※単価は、２４，５００円／㎡

●公売土地の現況写真
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消
防
整
備
士
試
験
（
乙
種
・
甲

種
）

●問（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
島
根
県
支
部

℡
０
８
５
２‐

２７‐

５
８
１
９

期
日

８
月
１１
日
㈰

場
所

松
江
市
ほ
か

受
付
期
間

６
月
１８
日
㈫
〜
７

月
２
日
㈫
（
電
子
申
請
は
６
月

１５
日
㈯
〜
６
月
２９
日
㈯
）

そ
の
他

受
験
願
書
は
、
安
来

市
消
防
本
部
、
広
瀬
・
伯
太
各

分
署
、
比
田
分
駐
所
に
設
置
。

乳
幼
児
健
診

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

※※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

●●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

６
月
１３
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２５
年
１
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
。

●●
９
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

６
月
１３
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２４
年
８
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
。

●●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

６
月
２７
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２３
年
１１
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、仕
上
げ
用
歯
ブ
ラ
シ
。

●●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所

６
月
２７
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２２
年
３
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
子
ど
も
用
歯
ブ
ラ

シ
、
当
日
朝
の
尿
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時

６
月
１９
日
㈬
１３
時
１５
分

〜
１３
時
４５
分
（
受
付
時
間
）

場
所

広
瀬
●健

対
象

平
成
２４
年
１２
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票
。

離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

●●
１２
カ
月
〜
２４
カ
月
児
対
象

日
時

６
月
４
日
㈫
９
時
４５
分

〜
１０
時
（
受
付
時
間
）

場
所

広
瀬
●健

申
込
期
限

５
月
３１
日
㈮

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
離
乳
食
教
室
の
進
め
方
」

（
４
か
月
児
健
診
時
に
配
布
）、

参
加
費
１
０
０
円
、お
て
ふ
き
、

子
ど
も
用
歯
ブ
ラ
シ
。

●●
５
カ
月
〜
６
カ
月
児
、
９
カ

月
〜
１１
カ
月
児
対
象

日
時
・
場
所

６
月
１８
日
㈫
▽

５
〜
６
カ
月
児
…
９
時
４５
分
〜

１０
時
（
受
付
時
間
）
▽
９
〜
１１

カ
月
児
…
１３
時
３０
分
〜
１３
時
４５

分
（
受
付
時
間
）
、
広
瀬
●健

申
込
期
限

６
月
１４
日
㈮

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
離
乳
食
教
室
の
進
め
方
」

（
４
か
月
児
健
診
時
に
配
布
）、

参
加
費
１
０
０
円
、お
て
ふ
き
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
講
座
〜
歯
医
者
さ

ん
に
聞
い
て
み
よ
う
〜

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
幼
児
期
に
か

け
て
の
歯
に
つ
い
て
、
歯
科
医

師
が
お
話
し
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

６
月
１１
日
㈫
１０

時
３０
分
〜
１２
時
、
広
瀬
●健

そ
の
他

託
児
あ
り（
要
予
約
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

お
母
さ
ん
の
た
め
の
ア
ロ
マ
セ

ラ
ピ
ー
講
座

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

ほ
ん
の
ひ
と
と
き
お
母
さ
ん

が
育
児
か
ら
離
れ
、
ほ
っ
と
で

き
る
時
間
を
つ
く
り
ま
す
。

日
時
・
場
所

６
月
２５
日
㈫
１０

時
３０
分
〜
１２
時
、
広
瀬
●健

持
ち
物

洗
面
器
、
フ
ェ
イ
ス

タ
オ
ル
２
枚
。

そ
の
他

託
児
人
数
制
限
あ
り
。

保保

健健

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

※年間の回答回数に応じて記念品を贈呈します。

島根県では、県政に対する皆さんのご意見をお聴きす
るため、インターネットを使ってアンケートにお答えい
ただく、「しまねＷｅｂモニター」を募集しています。

しまねwebモニター募集（随時受付中）

年 10 回程度、県政の課題などから選定した
テーマについて、ホームページ上で実施する
アンケートにパソコンから回答。

県内在住で満 15 歳以上、電子メールアドレ
スを持ちインターネット（携帯電話を除く）
から日本語で回答できる人。

島根県広聴広報課ホームページ「しまねｗｅ
ｂモニター」から応募してください。
（http://www.pref.shimane.lg.jp/kochokoho/webmoni/）

●問島根県広報広聴課 ℡０８５２‐２２‐６５０１

活動内容

応募資格

応募方法

イベント情報
QRコード

１９



幼
児
期
の
歯
に
つ
い
て
の
お
話

会
「
い
つ
ま
で
も
き
れ
い
な
歯

で
い
る
た
め
に
！
」
（
無
料
）

●問
つ
ど
い
の
広
場

℡
２３‐

７
０
５
０

お
子
さ
ん
の
「
歯
」
に
つ
い

て
、
悩
み
や
心
配
、
お
困
り
ご

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
歯
科
衛

生
士
が
、
生
活
全
般
の
お
話
と

個
別
指
導
を
し
ま
す
。
ま
だ
歯

の
生
え
て
い
な
い
お
子
さ
ん
も

参
加
で
き
ま
す
。

日
時
・
場
所

６
月
４
日
㈫
１０

時
３０
分
〜
１２
時
、
つ
ど
い
の
広

場
（
親
子
●交
内
）

持
ち
物

歯
ブ
ラ
シ
（
使
用
中

の
も
の
）
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
。

牛
乳
パ
ッ
ク
の
ス
ツ
ー
ル
づ
く

り●申
●問
つ
ど
い
の
広
場

℡
２３‐

７
０
５
０

お
子
さ
ん
の
食
事
の
い
す
や

ち
ょ
っ
と
し
た
踏
み
台
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
活
用
で
き
ま
す
。
一

家
に
ひ
と
つ
、
手
作
り
の
い
す

は
い
か
が
で
す
か
。

日
時
・
場
所

６
月
１４
日
㈮
１０

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
、
つ
ど
い

の
広
場
（
親
子
●交
内
）

参
加
費

５
０
０
円
（
布
代
）

そ
の
他

要
予
約
、
託
児
あ
り

（
１０
人
ま
で
）
。

講
習
会
「
乳
幼
児
の
事
故
予
防

と
応
急
手
当
」
（
無
料
）

●申
●問
や
す
ぎ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

℡
２３‐

７
０
５
０

乳
幼
児
は
怪
我
や
事
故
に
つ

い
て
の
心
配
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
も
し
も
の
と
き
に
あ
わ

て
な
い
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
受
け

て
お
き
た
い
講
習
会
で
す
。

日
時
・
場
所

６
月
２５
日
㈫
１０

〜
１２
時
、
や
す
ぎ
フ
ァ
ミ
リ
ー

・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
親

子
●交
内
）

内
容

日
常
の
け
が
や
病
気
の

時
の
応
急
手
当
と
心
肺
蘇
生
法
。

講
師

日
本
赤
十
字
社
島
根
県

支
部
幼
児
安
全
法
指
導
員
。

持
ち
物

ハ
ン
カ
チ
（
木
綿
の

大
き
め
の
も
の
※
タ
オ
ル
ハ
ン

カ
チ
は
不
可
）
、
パ
ン
テ
ィ
ス

ト
ッ
キ
ン
グ
（
サ
ポ
ー
ト
タ
イ

プ
で
は
な
い
も
の
）

申
込
期
限

６
月
２１
日
㈮

そ
の
他

要
予
約
、託
児
あ
り
。

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー
主

催
の
教
室
な
ど

●申
●問
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

℡
２３‐

１
７
５
０

※
い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
日

ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い
小
さ
な

疑
問
の
解
決
方
法
教
え
ま
す
。

操
作
全
般
の
質
問
も
対
応
可
。

日
時

６
月
３
日
㈪
・
１０
日
㈪
・

１７
日
㈪
１０
時
〜
１２
時

受
講
料

１
回
５
０
０
円
。

そ
の
他

▽
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▽
申
込
不
要
。

●●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
１
回
２
時
間
）

受
講
料

１
回
３
０
０
０
円
。

そ
の
他

▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い

▽
パ
ソ

コ
ン
、デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
込
可
。

●●
パ
ソ
コ
ン
教
室

①
初
心
者
夜
間
コ
ー
ス

日
時

６
月
２１
日
㈮
〜
７
月
９

日
㈫
の
間
の
毎
週
火
・
金
曜
日

（
６
日
間
）
１７
時
３０
分
〜
１９
時

３０
分

受
講
料

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）
。

そ
の
他

▽
定
員
１５
人
（
５
人

以
上
で
開
講
）

▽
要
申
込

▽
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不
要
。

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル

初
級
コ
ー
ス

日
時

６
月
２０
日
㈭
・
２１
日
㈮
・

２４
日
㈪
・
２５
日
㈫
（
４
日
間
）

９
時
３０
分
〜
１２
時
３０
分

受
講
料

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）
。

そ
の
他

▽
一
人
で
入
力
で
き

る
人
が
対
象

▽
定
員
１５
人（
５

人
以
上
で
開
講
）

▽
要
申
込

▽
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不
要
。

●●
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

再
就
職
に
向
け
て
介
護
職
員

初
任
者
（
旧
ヘ
ル
パ
ー
２
級
）

の
資
格
取
得
が
目
標
。
パ
ソ
コ

ン
の
基
礎
が
学
べ
ま
す
。

期
間

７
月
２
日
〜
９
月
２７
日

原
則
９
時
〜
１７
時
（
土
日
・
祝

日
、
盆
休
み
を
除
く
３
カ
月
。

８
日
間
の
職
場
実
習
を
含
む
）

対
象

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
所
長
の

受
講
指
示
ま
た
は
推
薦
が
受
け

ら
れ
る
人
。

募
集
期
限

６
月
１２
日
㈬

受
講
料

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
・

総
合
保
険
料
は
個
人
負
担
）

そ
の
他

▽
定
員
１５
人

▽
雇
用
保
険
受
給
者
は

訓
練
修
了
ま
で
基
本
手

当
な
ど
が
支
給

▽
訓

練
受
講
給
付
金
も
対
応
。

●申
●問
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン

タ
ー
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
安
来（
℡

２２‐

２
５
４
５
）

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

●申
●問
福
祉
課
℡
２３‐

３
２
１
６

・
要
約
筆
記
通
訳
の
会
ま
つ
え

た
ん
ぽ
ぽ
事
務
局
・
知
野
見

℡
０
８
５
２‐

３２‐

３
７
３
２

要
約
筆
記
は
、
聴
覚
に
障
が

い
の
あ
る
人
に
話
の
内
容
を
要

約
し
、
文
字
に
し
て
伝
え
る
こ

と
を
い
い
ま
す
。
必
要
な
知

識
・
技
術
を
修
得
し
、
耳
が
不

自
由
な
人
の
社
会
参
加
の
お
手

伝
い
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
程

６
月
２９
日
㈯
〜
平
成
２６

年
３
月（
第
１
・
３
土
曜
日
）１３

時
３０
分
〜
１６
時
３０
分
※
全
１８
回

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根

（
松
江
市
東
津
田
町
）

受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

別
途
２
０
０
０
円
程
度
）

申
込
期
限

６
月
１４
日
㈮

そ
の
他

▽
講
座
は
手
書
き
コ

ー
ス

▽
講
座
修
了
後
も
継
続

し
て
活
動
が
で
き
る
人
が
対
象
。

教教
室室
・・
講講
座座

２０



早
期
就
職
を
目
指
す
シ
ニ
ア
の

た
め
の
技
能
講
習
（
無
料
）

●申
●問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会

℡
０
１
２
０‐

７８‐

１
１
４
２

実
習
に
加
え
、
就
活
支
援
セ

ミ
ナ
ー
と
企
業
と
の
面
接
会
が

セ
ッ
ト
に
な
っ
た
技
能
講
習
で

す
。
昨
年
度
は
約
７０
％
の
人
が

早
期
に
就
職
し
ま
し
た
。

※
５５
歳
以
上
の
人
が
対
象
。
主

会
場
は
、
い
ず
れ
も
島
根
県
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

（
松
江
市
西
川
津
町
）
。

●●
ク
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
養
成
講

習日
時

６
月
１８
日
㈫
〜
２８
日
㈮

（
平
日
の
９
日
間
）１０
時
〜
１６
時

申
込
期
限

６
月
４
日
㈫

定
員

１８
人
。

●●
介
護
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
習

（
調
理
補
助
業
務
付
）

日
時

７
月
９
日
㈫
〜
２３
日
㈫

（
平
日
の
９
日
間
）１０
時
〜
１６
時

申
込
期
限

６
月
２５
日
㈫

定
員

１８
人
。

●●
パ
ソ
コ
ン
操
作
基
礎
講
習

日
時

７
月
２６
日
㈮
〜
８
月
８

日
㈭
（
平
日
の
９
日
間
）
１０
時

〜
１６
時

申
込
期
限

７
月
１２
日
㈮

定
員

２０
人
。

第
２
回
安
来
市
歴
史
文
化
講
座

●問
文
化
課
℡
２３‐

３
３
１
５

日
時
・
場
所

６
月
８
日
㈯
１４

時
〜
１６
時
、
和
鋼
博
物
館

演
題

安
来
は
な
ぜ
、
安
ら
け

き
郷
な
の
か
？
〜
地
名
と
遺
跡

か
ら
風
土
記
の
世
界
を
訪
ね
て

〜講
師

川
島
芙
美
子
氏
（
風
土

記
を
訪
ね
る
会
代
表
）

そ
の
他

入
場
無
料
、
申
込
不

要
。

心
の
健
康
相
談（
無
料
・
要
申
込
）

●申
●問
松
江
保
健
所

℡
０
８
５
２‐

２３‐

１
３
１
６

・
福
祉
課
℡
２３‐

３
２
１
６

日
時

６
月
６
日
㈭
・
１１
日
㈫
・

２７
日
㈭
１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分

場
所

松
江
保
健
所（
松
江
市
）

内
容

心
の
病
気
や
悩
み
、
飲

酒
問
題
、
も
の
忘
れ
な
ど
。

各
種
定
期
相
談
は
市
民
カ
レ
ン

ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

相
談
時
間
と
問
い
合
わ
せ
先

は
次
の
と
お
り
で
す
。

生
活
相
談

▽
安
来
会
場
…
９

時
〜
１６
時
、
広
瀬
会
場
…
１３
時

〜
１６
時
、
伯
太
会
場
…
１０
時
〜

１５
時

▽
社
会
福
祉
協
議
会
℡

２３‐

１
８
５
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談

▽
９
時
〜
１２
時
、
市
民
相
談
室

℡
２３‐

３
０
６
８

行
政
相
談
所

▽
安
来
・
広
瀬

会
場
…
９
時
〜
１２
時
、
伯
太
会

場
…
１０
時
〜
１５
時

▽
市
民
相

談
室
℡
２３‐

３
０
６
８

特
設
人
権
相
談
所

▽
９
時
〜

２２
時

▽
人
権
施
策
推
進
課
℡

２３‐

３
０
９
５

栄
養
相
談
（
要
予
約
）

▽
安

来
会
場
９
時
３０
分
〜
１７
時
、
広

瀬
会
場
９
時
〜
１２
時

▽
い
き

い
き
健
康
課
℡
２３‐

３
２
２
０

し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
出
張
相
談
会

（
要
予
約
）

▽
１１
時
〜
１６
時

▽
サ
ポ
ス
テ
松
江
℡
０
８
５
２

‐

３３‐

７
７
１
０

相相

談談

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ
●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

とみつぐせいさい

講演…近代安来の木匠たち（伯太町井尻の鬼才“富次精斎”）
講師…足立正智氏（島根県建築士会会長）

講演…へるん先生の歩いた山陰の風景（西田千太郎日記
：明治 20 年 5 月 10 日付、“清水寺・雲樹寺来訪”）

講師…内田融氏（八雲会事務局長）

講演…作家が描いた、“ たたら” を支えた人々の暮らし
（たたらと共に生きた、奥日野の人々、その感動の物語）
講師…松本薫氏（作家・鳥取県出版文化賞受賞者）

うまやじ

講演…安来地域の古代道・風土記の駅路を往く
講師…池橋達雄氏（元島根史学会会長）

講演…島根県における空襲とその時代
（忘れまじ、語り継ごう昭和 20 年夏の空）

講師…高塚久司氏（出雲市立北浜小学校教頭）

講演…続編：飯梨川と広江八重桜
（安来の誇り、八重桜俳句の真髄を学ぶ）

講師…日野雅之氏（八雲会会長）

安来市にまつわる歴史や文化、芸術などに
ついて広く学べる講座です。

日 時 ６月～11 月の第１土曜日
13 時 30 分～15 時 30 分

場 所 和鋼博物館
受講申込 自由参加制ですが、継続的な出席をお願い

します。（受講無料）
内 容

●申●問安来市立図書館 ℡２２‐２５７４

安来探訪（全６回）

平成２５年度図書館歴史講座

第１回（６月１日㈯）

第２回（７月６日㈯）

第３回（８月３日㈯）

第４回（９月７日㈯）

第５回（１０月５日㈯）

第６回（１１月２日㈯）
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松
江
・
安
来
広
域
連
携
ノ
ー
マ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
普
及
活
動
事

業
「
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う
ケ

ロ
ポ
ン
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
」

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

テ
レ
ビ
で
も
お
な
じ
み
の
ケ

ロ
ポ
ン
ズ
が
や
っ
て
き
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人

も
、
そ
の
ご
家
族
も
、
み
ん
な

で
音
楽
を
通
し
て
ふ
れ
あ
い
、

楽
し
く
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
時
間

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

６
月
３０
日
㈰
１４
時
〜
１６

時
（
１３
時
３０
分
開
場
）

場
所

広
瀬
●交

そ
の
他

参
加
無
料
、要
申
込
。

第
５
回
よ
り
良
い
消
費
生
活
の

た
め
の
集
い
（
無
料
）

●問
市
民
相
談
室
℡
２３‐

３
０
６
８

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
対
処
法

や
未
然
防
止
に
つ
い
て
、
講
演

や
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
寸
劇
・

解
説
な
ど
を
通
し
、
楽
し
く
わ

か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

日
時

６
月
２３
日
㈰
１３
時
３０
分

〜
１６
時

場
所

安
来
市
民
会
館

内
容

▽
基
調
講
演
（
演
題
…

製
品
事
故
か
ら
身
を
守
る
た
め

に
、
講
師
…
独
立
行
政
法
人
製

品
評
価
技
術
基
盤
機
構
・
大
井

雄
介
氏
）
▽
安
来
消
（
笑
）
費

百
科

▽
安
来
市
の
相
談
の
取

り
組
み
紹
介

▽
集
い
の
宣
言

▽
落
語（
出
演
…
桂
吉
弥
さ
ん
）

そ
の
他

未
就
学
児
の
入
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

か
ん
ら
い

加
納
莞
蕾
特
別
展
「
フ
ィ
リ
ピ

し
ゃ
め
ん

ン
戦
犯
赦
免
か
ら
６０
年

未
来

へ
つ
な
が
る
平
和
へ
の
想
い
」

●問
安
来
市
加
納
美
術
館

℡
３６‐

０
８
８
０

広
瀬
町
布
部
出
身
の
洋
画
家
・

加
納
莞
蕾
の
作
品
と
と
も
に
、

一
人
の
画
家
の
軌
跡
を
通
し
て

平
和
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

期
間

５
月
３０
日
㈭
〜
９
月
３０

日
㈪

場
所

安
来
市
加
納
美
術
館

第
１９
回
地
域
交
流
会
「
出
会
い

励
ま
し

支
え
合
い
」

●問
安
来
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

ス
テ
ッ
プ
℡
２３‐

０
３
５
７

日
時
・
場
所

６
月
２２
日
㈯
１３

時
〜
１５
時
、
安
来
市
民
会
館

内
容

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
・
渡
邊

志
津
子
氏
ほ
か
を
迎
え
て
の
ク

ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
、
福
祉

事
業
所
の
手
作
り
バ
ザ
ー
な
ど
。

そ
の
他

入
場
無
料
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
も
募
集
中
。

吉
田
ほ
た
る
祭
り

●問
吉
田
ほ
た
る
祭
り

実
行
委
員
会

℡
２７‐

０
３
２
５

期
間

６
月
１３
日
㈭
〜
１７
日
㈪

（
イ
ベ
ン
ト
は
１５
日
㈯
）

場
所

吉
田
●交
周
辺

内
容

▽
期
間
中
…
ホ
タ
ル
や

環
境
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
▽
イ

ベ
ン
ト
日
…
そ
う
め
ん
流
し

（
１８
時
３０
分
〜
）
、
開
会
セ
レ

モ
ニ
ー
（
１９
時
〜
）
、
広
場
で

は
出
店
あ
り
（
夕
刻
〜
）

安
来
ジ
ュ
ニ
ア
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

部
員
募
集

●申
●問
赤
江
●交
℡
２８‐

８
９
８
２

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
や
ト
ロ
ン

ボ
ー
ン
な
ど
の
楽
器
を
吹
い
て

み
ま
せ
ん
か
。
見
学
も
大
歓
迎

で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

対
象

市
内
の
小
学
３
年
生
〜

６
年
生
。

日
時
・
場
所

毎
週
㈪
㈬
㈮
１６

時
〜
１７
時
３０
分
、
赤
江
●交

会
費

月
１
５
０
０
円
（
別
途

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
用
品
等
購
入
の

た
め
入
会
時
に
２
５
０
０
円
）

６月１日は「人権擁護委員の日」
全国人権擁護委員連合会は、人権擁護委員
法が施行された６月１日を「人権擁護委員の
日」と定め、人権尊重の大切さを呼び掛ける
日として、地域の皆さんに人権への理解を深
めていただくための啓発活動などに取り組ん
でいるほか、６月１日前後には全国各地で特
設相談所を開設しています。
安来市でも、次の３会場で特設人権相談所
を開設し、人権擁護委員が、身近なことでの
お困りごとなどについて相談に応じ、皆さん
とともに問題解決のための方法を考えます。
気軽にご相談ください。（秘密厳守）

●人権に関する特設相談所を開設します

日時 ６月３日㈪９時～12 時
場所 安来中央●交、広瀬社会福祉センター、

いきいきの郷はくた

●問人権施策推進課 ℡２３‐３０９５

楫野光範、三輪郁夫、石飛玲子、
若林太枝、前田 進、小村修司、
池上幸秀、佐伯律子、山中英三

安来市人権擁護委員を紹介します

加納莞蕾作品
油彩「あけび」

そそ
のの
他他

イイ
ベベ
ンン
トト

桂吉弥さん
（安来市ふるさと大使）

２２



山中鹿介、尼子勝久、立原源太兵衛、
秋山伊織介、亀井新十郎、織田信長、
明智光秀、母里太兵衛、吉川元春、
亀井千和（鹿介の妻）
村人・家臣など（人数制限なし）
※性別は問いません。

８月２５日㈰～９月２０日㈮（毎日開催）
１７時～２１時
※都合の良い日時に参加できます。
・応募状況に応じて、複数のチー
ムをつくります。

・舞台スタッフなど、協力者も同
時募集中。（未経験者でも歓迎）

戦国の乱世、数ある英雄豪傑の中でひときわ容姿・
英智にすぐれた武将、山中鹿介。「愛する故郷を取
り戻す」その信念を貫き、尼子再興のために幾多の試練に挑みつづけたその英雄の鮮列な生涯とは！？
皆で物語を創作し、今こそ鹿介を安来によみがえらそう！
「・・・七難八苦だろうと向かって来い、必ず越えてみせる。皆で故郷に帰るために！」

世
界
で
輝
け
！

長
島
徳
幸
選
手

●申●問安来節演芸館（担当：竹中・田淵）
℡２８‐９５００／Fax２８‐９５１１

６月１５日㈯
安来節演芸館

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
選
手
（
種

目
男
子
フ
ル
ー
レ
）
／
広

瀬
町
出
身
／
安
来
高
校
卒

●配役

●
最
近
の
活
躍

市民参加演劇「立て、鹿鹿介介！！」」

世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会

▽
日
程
…
４
月
６
日
〜
１５
日

▽
開
催
地
…
ク
ロ
ア
チ
ア

▽
成
績
…
個
人
・
団
体
と
も
ベ

ス
ト
１６
。

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

応募期限
稽古場所
稽古期間

そ の 他

出出演演（（協協力力））者者募募集集・・オオーーデディィシショョンン開開催催

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ソ
ウ
ル
大
会

今秋、安来に鹿介をよみがえらせる！

▽
日
程
…
４
月
２６
日
〜
２８
日

▽
開
催
地
…
韓
国

▽
成
績
…
個
人
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
１
回
戦
敗
退（
シ
ニ
ア
大
会

で
は
、
初
め
て
予
選
を
通
過
し

ま
し
た
）

みみんんななでで楽楽ししくくおお芝芝居居をを創創りりままししょょうう

応募用紙を安来節演芸館へ提出。
※ＦＡＸによる提出可。
※応募用紙は、安来節演芸館のホーム
ページからダウンロード可。

９月２１日㈯・２２日㈰・２３日㈪㈷・
２９日㈰、各１９時～２０時１０分

小学生以上であれば、どなたでも
参加できます。

石栗昌彦（無名塾出身）

安来節演芸館

多数（配役は右記のとおり）

安来節演芸館
無料
各回３００人

「立て、鹿介！」

６月２３日㈰１７時～
出演者募集（参加オーディション）

安来節演芸館 安来市民感謝事業

アアジジアアジジュュニニアアフフェェンンシシンンググ選選手手権権
大大会会（（３３月月７７日日～～1111 日日、、
タタイイ））でで団団体体２２位位入入賞賞。。
（（長長島島選選手手はは写写真真右右））

演出／演技指導

公演情報

公 演 名

公演日程

公演会場
観劇料金
定 員

日 時
場 所
参加資格

募集人数
応募方法
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